
 

 

 

 

 

 
 

 
 
 

～続・「努力は裏切る」…一年の始めに～ 
 

  新年、明けましておめでとうございます。令和２年が始まりました。元気な顔で登校してきた子
どもたちの様子に、「今年もいい１年になりそうな予感」を感じています。今年もよろしくお願いい
たします。 

 
さて、学校だより令和元年度１５号で「「努力は裏切る（努力は報われるとは限らない）」と

いう故・水木しげるさんの言葉を紹介しましたが、字数も少なかったためか、「尻切れトンボ」
のような書き方になってしまいました。「続き」を少し書きます。 
 「いいことをした人は、いい目にあう。善い人になる」「過ちを犯した人は、悪い目にあう。
悪い人になる」。このように私たちは知らず知らずのうちに「いいことをしたらいいことが起こ
る」と考えています。特に子どもに接している時に「ちゃんとしていたら、いいことがあるよ。」
とか、「悪いことする子は、いつか嫌な目にあうよ。」という言葉で出てくることがあります。
善いことをしたらほめられて賞が与えられることがあり、悪いことをすると怒られて罰が与えら
れることがあります。私たちの世間を支えている善悪の原理です。しかし、よくよく考えなけれ
ばならないのは、善いことをしても、善い結果がついてくるとは限らないということです。 
善い行いをしたら必ず褒められるわけでもありません。努力したらみんながノーベル賞、オリ

ンピック（パラリンピック）選手、ということにもなりません。 
しかし、「楽しくて、思わず打ち込みたくなる、熱中してしまう」というもの（こと）に出

会えれば、結果はどうであれ、楽しい時間、楽しい日々を過ごすことができます。努力を重ねる
過程で身に付くこと、気付くこと、新たな人との出会い、身近にいる人の意外な面の発見などが、
自分を豊かな存在にしていくことにつながると思うのです。「人のため」と思っていたことが実
は自分を幸せにすることにつながったり、「自分のため」と思っていたことが、案外、人の役に
立っていたり、取り組み続けた結果は色々になるはずで、それも楽しみなことです。 
 元小学校長で教育学者の故・東井義雄さんは次のように語っています。 

 

本物は続く。続けるから本物になる。 
生きている。健康である。手が動く。足で歩ける。目が見える。耳が聞こえる。 
この当たり前のことの中に、ただごとでない幸せがある。 

今が本番。今日が本番。今年こそが本番。 
明日がある、明後日があると思っている間は、なんにもありはしない。 

 

水木しげるさんも戦前・戦中の暮らしや体験、若い頃の貧しい暮らしから漫画家として成功
していく過程で「本物は続く。続けるから本物になる。」「当たり前のように生きている中に大
きな幸せがある。」ということを肌身で知ったのでしょう。その上で「努力は裏切る。しかし、
今を大切に、『好きの力』を信じて続ければ、努力も楽しくなる。」と言ったのだと思います。 
今日の３学期始業式では、ゲゲゲの鬼太郎、ビビビのねずみ男にも登場願って、「努力は裏切

ることがあるけれど、本物は続く。続けるから本物になり、続ける日々の中に幸せがあること。」
について話しました。子どもたちの心に、ほんの少しでも残れば、幸せです。 

 （文責：校長 目黒 栄一） 
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